
10
２０１８.７.１

問合先 高年介護課
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国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
６
，３
４
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
納
付
書
に
よ
り
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
納
付
も
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

窓
口
）
や
各
支
所
地
域
振
興
課
、

年
金
事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
印
鑑
と
年
金
手
帳
、
離
職
し
た
場

合
は
離
職
票
な
ど
が
必
要
で
す
。

代
理
人
申
請・・・委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明（
運
転
免
許
証
な

ど
）、代
理
人
の
印
鑑

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
未
納

の
ま
ま
に
せ
ず
、
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
申
請
受
付

は
7
月
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
免
除
申
請
は
2
年
1
カ
月

前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
平
成
28
・
29

年
度
分
で
未
納
期
間
が
あ
る
場
合
は

お
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
市
民
課
（
本
庁
1
階
・
②

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

高
山
年
金
事
務
所

☎
32-

６
１
１
１

市
民
課 

☎
35-

３
１
３
７

問
合
先

　平成30年度の介護保険負担割合証を、7月下旬
にお送りします。負担割合証は、介護保険サービス
を受ける時の自己負担割合を示す証明書です。介
護保険被保険者証と一緒に大切に保管してくださ
い。
　また、介護保険制度改正により、8月1日から65
歳以上で一定以上所得のある方は自己負担割合が
3割になります。
■負担割合が 3割になる方
　65歳以上で前年の合計所得金額が 220万円以
上の方（ただし、年金収入とその他の合計所得金
額の合計が 1人世帯で 340万円未満、65歳以上
の方が 2人以上の世帯で合計463万円未満の場合
の負担割合は 2割になります）。
　なお、利用者負担額には 1カ月の上限額が定め
られており、上限額を超えた分は高額介護サービス
費として払い戻されます。
　負担割合が 3割に変更になる方には、7月初旬に
負担割合の変更のお知らせをお送りしますのでご確
認ください。

要支援・要介護認定者、
事業対象者の皆さまへ

～介護保険負担割合証を交付します～

　

乗
鞍
岳
は
、
飛
驒
地
方
か
ら
そ

の
優
美
で
雄
大
な
山
容
を
望
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
飛
驒
人

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
名
峰
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
阪
の
南
画
家
淵ふ

ち

上が
み

旭き
ょ
っ
こ
う江
に
よ
る

「
山
水
奇
観
」（
寛
政
十
二
年
）に
は
、

「
飛
驒
乗
鞍
岳
」と
題
し
乗
鞍
岳
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
か
ら
乗

鞍
岳
は
飛
驒
の
山
と
し
て
飛
驒
人

の
み
な
ら
ず
世
の
文
人
に
も
親
し

ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
第
七
代
飛
驒
国
代
官
の

長
谷
川
忠
崇
が
時
の
将
軍
徳
川
吉

宗
の
命
で
編
纂
し
た「
飛
州
志
」に

は
、
一
七
〇
〇
年
代
中
頃
の
乗
鞍

岳
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。「
乗
鞍
禅
定
と
い
っ
て

山
腹
の
遥
拝
所
に
参
拝
す
る
。
日

照
り
の
時
は
、
大
丹
生
池
ま
で
登
っ

て
雨
乞
い
を
す
る
」「
山
腹
よ
り
上

の
方
に
広
原
が
あ
り（
桔
梗
ヶ
原
あ

る
い
は
畳
平
？
）直
径
一
間
ほ
ど
の

穴
が
ふ
た
つ
あ
る
。
こ
の
あ
た
り

は
臭
気
が
激
し
く
目
に
入
っ
て
痛

い
。
信
州
の
浅
間
山
に
似
て
焼
け

石
の
よ
う
な
も
の
が
混
じ
っ
て
い

る
、
云
々
。」と
あ
り
ま
す
。
当
時

の
乗
鞍
岳
は
火
山
ガ
ス
が
盛
ん
に

出
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
噴
気
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
神こ

う

津づ

俶し
ゅ
く
す
け祐（
一
九
一
一
）の「
乗

鞍
火
山
地
質
報
告
書
」に
は
、
信
州

側
の
湯
川
上
流
部（
桔
梗
ヶ
原
の

麓
）に
硫
気
孔
あ
り
と
の
記
述
が
あ

り
ま
す
。
乗
鞍
岳
は
、
約
九
十
万

年
前
か
ら
断
続
的
に
活
動
を
始
め
、

九
千
年
前
頃
に
溶
岩
流
を
出
し
た

後
は
、
小
規
模
な
水
蒸
気
爆
発（
最

新
は
約
五
〇
〇
年
前
）
や
飛
州
志

（
約
二
五
○
年
前
）に
あ
る
よ
う
な

噴
気
活
動
の
み
の
活
動
で
し
た
。

現
在
、
気
象
庁
の
ラ
ン
ク
で
は
、

最
も
活
動
度
の
低
い
Ｃ
級
の
活
火

山
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会　

下
畑
五
夫
）

乗
鞍
岳

  

〜
飛
驒
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
〜
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パ
ー
ク
推

進
協
議
会

☎
０
５
７
８-

８
４-

０
０
３
８

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
７
章
）


